
情報通信機器、産業計測機器、電子製版機器と、3つの事業分野のパイオニア、岩崎通信機株式会社 (以下、岩崎通信機 )。同社は独
創的な技術をベースに、ハードウェアベンダーからソリューションベンダーへと新たな展開を進めています。さらなる飛躍を目指す同社で
は、コンピュータルームの移転をきっかけに、ITインフラの再構築を決断。VMware による仮想化と富士通のブレードサーバ 「PRIMERGY 
BX620」を活用し、サーバの段階的統合の基盤を確立しました。約半年間という短期間移行の成功のポイントは、ワーキンググループに富
士通 SEも参加し、週一回のミーティングによる綿密な計画ときめ細かな連携の積み重ねでした。

業　　　　種  : 情報通信機器、産業計測機器、電子製版機器の製造・販売
ハードウェア  :  ブレードサーバ PRIMERGY BX620、ストレージシステム ETERNUS2000
ソフトウェア  :  仮想化ソフトウェア VMware、サーバリソース制御ソフトウェア
　　　　　　　 Systemwalker Resource Coordinator Virtual server Edition

導入事例概要

課　題 効　果

短期間移行とともに、サーバの段階的統合の
基盤を確立したい

新たなサーバの導入を迅速かつ柔軟に実現したい

サーバ増大による運用管理の煩雑化や
スペース不足を解消したい

VMware の仮想環境上にできる限り従来システムをそのまま移行。ブレードサーバ 
「PRIMERGY BX620」をベースとする段階的統合の基盤を約半年間で構築。

新規サーバの導入の際、VMware により設定のみで物理的にサーバを
増やす必要がなく、導入までの期間の大幅短縮、コスト削減を実現。

仮想化とブレードサーバによりサーバ統合を推進。
これにより統合的な運用管理が可能となり作業負荷を大幅に軽減。
さらに省スペース化や消費電力の削減にも大きく貢献。

岩崎通信機株式会社 様
VMware 先行導入事例

背 景

インフラの標準化を視野に、
サーバの段階的統合へ

　

　

　

 

経 緯

VMwareを活用して既存の
業務アプリケーションを継続運用

　

　

 

　

仮想化の活用により、約半年間の短期間でＩＴインフラを再構築
運用負荷の軽減とサーバ統合基盤の確立を実現
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VMware 仮想環境システム概要図

会 社 概 要

本社所在地: 東京都杉並区久我山1丁目7番41号
代　表　者: 代表取締役社長　二村裕治
設　　　立: 1938年（昭和13年）8月14日
資　本　金: 6,025,483,326円(2009年3月31日現在)
従業員数 : 単体381人／連結1,618人（2009年3月31日現在）
事業内容 : 情報通信機器、産業計測機器、電子製版機器の
　　　　　   製造販売
岩崎通信機株式会社ホームページ:
　　　　　   http://www.iwatsu.co.jp/

岩崎通信機株式会社　

導入のポイント

綿密な計画ときめ細かな連携が短期間
移行の成功のポイント

　

　

　

導入効果と今後の展開

リソースの最適化、
大幅な省スペース化を実現

VMware 先行導入事例

外部ネット
ワーク

【SANboot/クローニング混在構成】
【インフラ共有化】

FCスイッチ
ブレード

FC

FC

（SANboot計4ブレード：うち予備1)
（クローニング計4ブレード：うち予備１）

・ブレードサーバ
・ストレージ
・LTO装置
・シャーシ 

LTOETERNUS2000
※システムはここから読み込み

管理サーバ

FCスイッチ
ブレード

（VMware ESX Server ×3  2ブレード、
   社内用VMware計4ブレード：うち予備１、
   外部用VMware 計3ブレード：うち予備１
   ＋共用予備１）

SPARC
Enterprise T5220 

負荷分散装置
IPCOM EX1200 LB ×2

負荷分散装置
IPCOM EX1200 LB ×2

【負荷分散構成(Solaris)】

【VMware構成】

・LTO装置

管理サーバ

※仮想OSをここから読み込み起動

【１台に統合】 【予備機追加】
Cisco ISR 2800 Cisco ASA 5520 

・Solarisサーバ
・負荷分散装置

SPARC
Enterprise T5220×2

･ LTO装置ファイルサーバ

【二重化構成】
ファイアーウォール
障害発生時は自動切換

内部ネット
ワークへ

10ブレード実装

D
M
Z

10ブレード実装

FC

FC

ETERNUS
2000

LTO

PRIMERGY  BX620PRIMERGY  BX620

PRIMERGY  BX620PRIMERGY  BX620

障害発生時は
SANboot：予備ブレードからストレージ
内のシステムを読み込み復旧
クローニング：予備ブレードにイメージを
リストアし復旧

VMwareにより仮想OSとして
既存サーバを稼働 
障害発生時には自動切換

１台停止しても継続運用可能


